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電波教室を実施して 
～現実の厳しさを見せつけられながらも子どもたちの笑顔に励まされて～ 
 

1 小さなローカル局の思いからスタート 

「ＣＢＨさん、ラジオ教室そろそろやり

ませんか。」懇意にしているローカル局

からのお誘いから、話が始まりました。６

月６日のことでした。。夏休み前に実施

するなら、一日も早くだんどりを組まなけ

ればなりません。その日の夕刻、いわゆ

る「言い出しっぺ」の二人と私で望洋塾

で作戦会議を開きました。 

 対象とする子どもたちは、この地域の

子。地元の会館を借りましょう。という基

本線で、私が事務仕事を中心

に、あとのお二人が、ボランティ

アを集めるというざっくりとした役

割分担をしました。 

 私は現在北海道地区の電波

適正利用推進員を務めており、

同協議会が主催する電波教室

の一環として行うと、ラジオを無

償で提供してもらえるというのも

ありました。 

 さっそく、同協議会に連絡を取

り、ラジオを確保し、また、ＪＡＲＬ

渡島檜山支部ともＰＲや道具な

どの借用ついての話を進めまし

た。 

 一方インストラクターの方です

が、実は、３年前まで、青少年の

ための科学の祭典の中で、ＪＡＲ

Ｌ渡島檜山支部として、「ラジオ

作りブース」を出していること、ま

た、私が前に勤めていた厚沢部町でも、

電波教室を実施したことから、結構思い

浮かぶメンバーはいました。さらに、日頃

無線に出ているメンバーもいて、結構な

人数の方が協力してくれることになりまし

た。日当や交通費など全く出ることのな

い中、子どもたちにラジオ作りの楽しさを

教えたい。ラジオが鳴った時の子どもた

ちの笑顔がみたい、という思いで駆けつ

けて下さった皆さんには、ただただ感謝

の思い出いっぱいです。 



 一方、私の方ですが、学校を通して、

文書を配布すれば、まあ、順調に人は集

まるであろうと高を括（くく）っていました。

市教委に行き、そして地元の小学校、中

学校の教頭先生、校長先生に配布依頼

に行きました。なぜかどちらの校長先生

も旧知の仲。「怪しい組織ではないか。」

という警戒は、とりあえず解いてもらえて、

チラシを配布して下さることになりました。 

 学校からチラシが配布された日、さあ、

どれだけ来るか、と思っていたところ、０、

次の日が１名、しばらくしてもう１名。「エ

ッ！？どういうことなんだろう。」初日を逃

すと、あとはほとんど「ない」という実体験

はありますので、すぐに危機感を覚えま

した。対象を小中学生から、高校生大学

生、青少年、そして、ラジオ作りに興味の

ある大人も含めて、募集することに見直

し、もう一度地域全体にチラシを配りまし

た。２名ほどきました。この時点で５名。イ

ンストラクターの方は１１名。自分としては

相当焦ってきました。５００枚に一枚ヒット

すると信じているチラシ作戦で、自分の

地域の団地以外にも、近隣に１０００枚以

上の戸別配布をしました。この頃はお昼

から毎日チラシまきをやっていました。一

日２万歩をめどに動きました。ところが、

全く電話は鳴りません。この頃は夜もぐっ

すり眠られない。胃が痛い、そんな日々

でした。 

 最後の手段として、神頼みならぬ、新

聞頼みで、北海道新聞にお願いに行き

ました。幸いにも、地方版で呼びかけて

くれる配慮をいただきました。「どれだけ

申込が来るかな。新聞に載ったからには

たくさん申し込みが合って、午後の部も

考えなければならないかなあ。」とやっと

気持ち的に安堵していました。募集の記

事は、本番５日前の月曜日の夕刊に掲

載されました。夕方近く電話が来ました。

２家族、３名の申し込みを受けることがで

きました。後にも先にも、これ以外の電話

はありませんでした。またまた、現実の厳

しさを知ったわけです。 

 この時点で８名。参加者数よりインスト

ラクターの方が多い状態は解消されてい

ません。でも、指導の分担を工夫するな

どしてやりくりすることを考えていました。

そんなことを考えているうちに、直前に申

込が相次

ぎ 、 最 終

的 に は 、

ボランティ

アより参加

者の人数

が上回り、

大人の参

加 者 は 、

人 の イ ン

ス ト ラ ク タ

ーが複数

で対応す

ることで乗

り切ることにしました。 

 

２ 電波教室当日 

 ７月１５日は、前の日からの予報が見事

に当たり、「雨」。それにもかかわらず、ボ

ランティアさんは開始１時間前の９時より

ずいぶん早く集まってもらうことができま

した。細かい準備をしているとあっという

間に１０時が近づいてきました。「とにかく



事故のないよう、楽

しみながら指導し

ていきましょう。」と

いうことで、参加者

を受け入れました。 

 誰がどの子を担

当するかは事前に

決めていましたの

で、ラジオ作りの前

のビデオの時なども、コミュニケーション

をとることもができ、その上で製作には入

れたのは良かったと思います。 

 今回は、「ラジオがなぜ聞こえるのか」と

いうプレゼンテーションも新たに取り入れ、

インストラクターの一人に説明していただ

きました。 

 いよいよ製作開始です。私は全体の責

任者でしたので、指導には直接入らず、

随時回って、子どもたちやインストラクタ

ーに声をかけていました。 

 多くの子ど

もたちにとっ

て 半 田 付 け

は 初 め て の

経験。そして、

ちょっと触れ

ばやけどにつ

ながるとても

危険なもの。

インストラクタ

ー へ の 事 前

指導で、「半

田ごての正し

い使い方を、

がっちり指導

し て か ら 、 ラ

ジオ作りに入

って下さい。」

と申し上げた

通り、慎重に

子どもたちも

半田ごてを握



り、子どもたちのやけどは皆無でした。 

 ３０分位経って、完成第１号。なんと最

年少の小学校１年生の女の子でした。ラ

ジオが鳴ったこと、それと周りのお兄ちゃ

ん、お姉ちゃん、そして、昔のお兄ちゃ

んたちよりも早くできて、大喜び。ダイヤ

ルを回しながら、ラジオが聞こえた感動

に浸っていました。 

 そうしていると、あちらこちらから、「聞こ

えた。」「できた。」という声が上がってきま

す。この時が「苦労したけれどやってよか

ったなあ。」と思える瞬間です。 

 もうしばらくすると、何人かちょっと顔色

の冴えない表情の子どもたちが出てきま

す。そうです。周りの人が次々に完成し

ていくのに、まだできない。スイッチを入

れたけれど、音が鳴らないという子どもた

ちです。実は大人もいました。 

 子どもたちも不安になりますが、その子

を指導したインストラクターも不安になり

ます。「間違って教えたかしら。」そこは、

ベテラン集団。慣れた方が見ると、だい

たい目視で、怪しいところがわかります。

今回もトランジスタの向きとイモ半田（たく

さん半田が乗っていても実は、付いてい

ない）が原因でした。１時間半ほどで、お

預かりの事後処理というのは今回はなし

で、全員完成したラジオを持ち帰ること

ができました。 

 

３ 反省会 

 子どもたちが全員帰ってから、車座に

なって反省会を行いました。部品の番号

が小さい、プリント基板の穴が小さいとい

うぼやきが聞こえましたが、さすがにこれ

はどうしようもありません。拡大鏡や虫眼

鏡で対応していただくしかありません。 

 それと、根本的な部分になりますが、子

どもたちにとって「ラジオ」って身近なもの

なのだろうかということでした。「ラジオは

ほとんど聞かない。」という子どもたちだと

すれば、「ラジオを作りましょう。」と行って

も、行く気にはなかなかなれないと思うと

いうのが大方の意見でした。作ってみれ

ば、今日、この電波教室に参加してみれ

ば、「ラジオ作りって面白い。」は感じても

らえるわけですが、その前段階の「来て

もらえるか。」というところに大きな課題が

あることが、身に染みて今回の事業の参

加募集の状況からもわかりました。 

 次はどんな作戦で、いつ実施するかは、

全く未定です。でもインストラクターの顔

からは「またやりたいな。」という表情が見

て取れます。 

 今の私は、やり切った満足感がある一

方、参加者を集めるということで、今まで



で最も苦労した事業の一つとして思い出

に残ることでしょう。 

 人は経験から学びます。今回学んだこ

とを次にどう生かして、新しい企画を立て

ていくか、頭の中で楽しみながら、来る

べき時に動ける準備をしたいと思います。 

 家に戻り、借りた物、書類の整理、報告

書、やれるものは全てやって、借りた物

はその日のうちに送りました。 

 しばらく頭を休めながら、「次、何やっ

かなあ」とまた、新しいことを考えられたら

なあと思います。 

 

４ 感謝 

一つの事業を実施していくには、たく

さんの方の協力が必要です。今回も、電

波適正利用推進協議会のご協力、ＪＡＲ

Ｌ渡島檜山支部の周知活動や道具貸し

出しのご協力、地元の銭亀沢小学校、

銭亀沢中学校の案内配布のご協力、地

元の会館を無償で快く貸し出してくれた

地元望洋団地自治会の協力、新聞掲載

を快く受けて下さった北海道新聞の協力、

そして、何よりも、子どもたちのために時

間とエネルギーを注いでくださったボラ

ンティアインストラクターの皆さん、その

他、お世話になった皆さんに感謝申し上

げます。ありがとうございました。 

 

５ 最後に 

「地域で子どもたちを育てる。」これは、

長年教職に携わって、痛感したことであ

ります。学校でできることと、地域がやる

べきこと、また地域だからこそできることも

あります。 

 また、物づくりの楽しさ、子どもたちの

科学への興味、特に私の専門としている

電波の不思議さ、面白さ、便利さについ

て、伝えることができればと思いました。 

 「次の世代を育てる。」これは全ての組

織に通じます。私は、これからもアマチュ

ア無線を中心に、普及、発展活動に努

めて参りたいと思います。 

令和５年７月１6 日 佐々木 朗



 


